
Ⅰ　問題と目的
発達障害や知的障害のある子どもたちは，運動発達上

の明白な発達の遅れがみられないにもかかわらず，粗大

運動にぎこちなさがあったり，手指の巧緻性や協調動作

に問題を抱えていたりする。こうした子どもたちに対し，

多くの教員は 彼らの運動や姿勢についての課題に気付

き，配慮や指導を行ってはいるが，できない動きを繰り

返すことで指導としていることが多い（香野　2016）。

通級指導教室の担当教員も，通級指導教室に通う児童

に発達性協調運動障害の傾向のある児童が多いのではな

いかと感じており，そのような児童に対して，適切な学

習活動に取り組みたいと考えている。しかし，通級指導

教室で，子どもの運動や姿勢についての課題に気付いて

いるが，どのような学習内容をどのように指導すれば良

いのかという課題は残されたままである。

このような課題に対して，いくつかの実践は紹介され

ている。

例えば，知的障害特別支援学校では，どのような学習

をすればよいのか，学習した内容をどのように様々な学

習にいかしていったらよいのかを解決するために，指導

資料を作成，活用することによって，知的障害の児童生

徒の身体の動きに対する指導の必要性を感じつつ，どの

ような学習をすればよいのかを模索している教員に有効

であることが指摘されている（川村　2016）。

また，特別支援学級において，トランポリン，風船，

スカーフ，フライングディスク等の教材を工夫して活用

することで，重力に逆らう動きや，姿勢を維持してバラ

ンス機能を育てる，動くもの追視する，投げる，ひねる，

ねじるといった発達を意識した取組がみられる（加藤　

2016）。さらに，通常の学級の 2 年生で，座る力，見る

力，聞く力を同時に高めることによって集中して学習に

取り組める力を伸ばすことを目的として，三か月間の

10 分間エクササイズ，一か月ごとの振り返りと目標設

定を繰り返す実践が紹介されている。その結果，座る力，

見る力，聞く力がついてきただけではなく，学習場面で

の効果が見られたと報告されている（高木　2016）。一

方，学習の基盤づくりのためには，学習面だけの指導だ

けではなく，背景にある体づくりを行う必要性を感じ，

全校で実践を行なったものもある。それでは，運動，読

み書き，学習規律についてのチェックシートを作成し，

年度初めのデータから課題を洗い出し，課題に基づいた

活動を，体育，日常生活に継続して実施した。その結果，

年度終わりに評価したところ，身体図式の発達が確認で

きたり，学習規律が整ったりした（中尾　2014）。通級

指導教室では，個別指導ではなく運動あそびを集団指導

として年間を通して取り組んだ実践もまとめられている

（森田　2009）。

しかしながら，このような実践報告はさほど多くはな

く，協調運動に課題を呈する子どもの指導実践に焦点を

当てたものは非常に少ないのが現状である。そこで，通

級指導教室の子どもを対象に，通級指導教室での学習活

動についてコンサルテーションを行うことで， 協調運動

面を向上させる指導内容・方法，学習活動の充実を目指

す実践について報告する。

Ⅱ　方法
1．支援対象児童

市内の各通級指導教室に通う小学校 1 年生から 4 年

生 6 名を集団指導する運動あそびグループ指導者。指

導者は，通級指導教室担当者 3 名である。

2．支援内容
2017 年 9 月～ 2018 年 2 月に月 1 回，全 6 回の通級指

導教室の運動遊びの活動を参観し，事後の振り返りの時

間を活用して，協調運動面を向上させる指導内容・方法，

学習活動，の充実を目指す。指導内容・方法は，学習環

境設定，モデルの提示の視点から，学習活動は，活動の質，

活動の量，活動のバリエーションの視点から，それぞれの

充実を目指す。以下，活動スケジュールである。
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14:30 ～ 15:30　打ち合わせと準備，　

15:30 ～ 16:30　活動

16:30 ～ 18:00　後片付けと事後の振り返り

Ⅲ　結果
1．事前打ち合わせ：

2 学期からの活動からコンサルテーションに入ること

になったので，夏休み中対象児童の大まかな実態と 1

学期の活動内容（図 1）と課題を共有した。

 

図 1　1 学期の活動内容（2 回分）

（1）学習設定に関する課題

課題：振り返りをする場所が明確ではない。

改善策：活動の流れを知ったり，振り返りをする場所

を設定する。落ち着いて向かえるように椅子を用意する。　

（2）活動量および質に関する課題

課題：ストレッチ，サーキット共に，活動の種類が多

いため，一つ一つの動きを児童が丁寧に取り組めず，教

師が児童の様子を把握できない。

改善策：ストレッチ，サーキット共に活動を絞る。

課題：活動の評価が必要である。

改善策：初回の活動時に，実態把握のための活動を取

り入れる。

2．第 1回目
1）活動内容

改善点を受け，以下のような活動内容に取り組んだ（図
2：太線，下線部が改善点）

図 2　1 回目の活動内容

2）児童の様子

事後の振り返りの時に出た児童の様子である（図 3）

図 3　1 回目の児童の様子

3）事後の振り返り

以上の児童に様子を踏まえながら，全体の流れに関

わって協議をした。

（1）指導内容・方法に関する課題

①学習環境設定に関して

課題：タオルストレッチの時に，好きな位置に立って

行っていたため，見本の真似をしようとしても，斜めか

ら捉えることになり，正しく視覚情報を取り入れること

が難しい。

改善策：一列に並ぶ（位置も決め，教師のサポート児

童も決定）。
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②モデルの動きに関して

課題：タオルストレッチでは，ひねる動きが難しい児

童がいた。

改善策：目標となる姿勢や動きを，より明確な提示す

る必要がある。また，視覚的に情報を限定すると，求め

られている姿勢を理解して動きやすいと考えられるの

で，一つ一つの動きを正確に確認する。カウントを入れ

る。肩幅の広さを視覚的に示す（徐々に外していく）。

（2）学習活動に関する課題

①活動の質について

課題：スクーターボードでは，交互のこぎが最後まで

出来ない児童がいたとともに，足に意識があまりいって

いなかった。

改善策：交互こぎの時は足を上げるために，「足はピン」

のキーワードを使う。ロープを登るような動き，バラン

スボールで体幹の維持するような活動を今後取り入れて

もよい。

②活動量について

課題：チャレンジタイムは種類が多く，時間がかかった。

改善策：次回は活動を絞る（本の冊数当て，片足立ち

（左軸足））。

③活動のバリエーションについて

課題：タオルストレッチのジャンプ等の同じ活動の中

でレベルを変える発展性があるとよい。

改善策：タオルストレッチのジャンプの速さのバリ

エーションをもたせることで段階づけをし，レベルを変

える。

課題：スクーターボードのぞうぎんがけは，抵抗感が

少なく，活動の意図が見えにくい。

改善策：踏ん張って力を入れるために人を乗せて引っ

張る・引っ張られる活動を取り入れる。

3．第 2回
1）活動内容

改善点を受け，以下のような活動内容に取り組んだ（図
4：太線，下線部が改善点）

図 4　2 回目の活動内容

2）児童の様子

事後の振り返りの時に出た児童の様子である（図 5）

図 5　2 回目の児童の様子

3）事後の振り返り

以上の児童に様子を踏まえながら，全体の流れに関

わって協議をした。

（1）指導内容・方法に関する課題

特にみられなかった。

（2）学習活動に関する課題

①活動の質について

課題：タオルストレッチの肩幅の印が効果があった

改善策：次回も肩幅の印は，継続する

課題：タオルストレッチのモデルへの意識がない児童

がいた。

改善策：タオルストレッチのカウントを忘れずに行う
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ことで，モデルを意識できるようにする。

課題：スクーターボードの交互こぎには差があり，「足

ピン」「先生を押す」は難しい児童が多かった。

改善策：次回も，「両手こぎ」「交互こぎ」を継続して

取り組む。

「先生を乗せて押す」「先生を乗せて引っ張る」のみに

する。

②学習の量について　

特にみられなかった。

③活動のバリエーション

課題：リレーはいい姿もあったが，競争に意識が向き，

姿勢が疎かになる。

改善策：スクーターボード遊びに戻す

4．第 3回
1）活動内容

 改善点を受け，以下のような活動内容に取り組んだ（図
6：太線，下線部が改善点）

 

図 6　3 回目の活動内容

2）児童の様子

事後の振り返りの時に出た児童の様子である（図 7）

図 7 － 1　3 回目の児童の様子

図 7 － 2　3 回目の児童の様子

3）事後の振り返り

以上の児童に様子を踏まえながら，全体の流れに関

わって協議をした。

（1）指導内容・方法に関する課題

特にみられなかった。

（2）学習活動に関する課題

①活動の質について

課題：ひねる動きを「後ろを向く」意識になったり，

腕が伸びず，肘が曲がったりしていた。

改善策：上肢と下肢の分離が必要な姿勢，動きが複数

あるものの，動きが上手くいかない場合は，意識をさせ

たい動きだけにする（教師が児童の肘を触ることで，意

識させる。手だけに集中させるために足を持つ）。

課題：ジェットコースターはみんなが好んでいる活動

である。

改善策：楽しみの活動として位置づけ，始めに 1 回，

最後に 1 ～ 2 回する。

課題：課題そのものではないが，チャレンジタイムも

好んで取り組んでいたことを生かしたい。

改善策：継続的に取り組む。（30，100，150 の三段

階を設定し，30，100 は「きれいにぴたっと止まる」

を目標にする）。

②活動量について

・最初にウォーミングアップで 3 分間走を行う。

③活動のバリエーションについて

課題：スクーターボードの交互こぎについては個々に

よる違いが出てきた。

改善策：腕ではなく，足を使う活動を取り入れる。け

のびでどこまで進めるか。腕のみでどこまでいけるかも

行う。

課題：タオルストレッチが上手になってきたことを生

かす。

改善策：屈伸，長座での前屈，ひねり，斜めひねりを

入れる。

5．第 4回
1）活動内容

改善点を受け，以下のような活動内容に取り組んだ（図
8：太線，下線部が改善点）
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図 8　4 回目の活動内容

2）児童の様子

事後の振り返りの時に出た児童の様子である（図 9）

 

図 9　4 回目の児童の様子

3）事後の振り返り

以上の児童に様子を踏まえながら，全体の流れに関

わって協議をした。

（1）指導内容・方法に関する課題

特にみられなかった。

（2）学習活動に関する課題

①活動の質について

課題：3 分間走では意図と異なる走り方が見られた。

改善策：ねらいを，「教師を先頭に抜かさないで（ペー

スを合わせる）3 分間一定のペースで走り続ける」に絞る。

コースや方向などが分かりにくかったことも考えられ

るので，教師が動作の指示を出す。（2，3 周は普通にラ

ンニング，大股，スキップなどのバリエーション）四隅

にコーンを置いてコースを作る。

課題：タオルストレッチでは，屈伸ができない児童が

多かった。

改善策：屈伸は，お尻を下ろすイメージでゆっくり取

り組む。基本は足を閉じて。足首が硬い子どもたちは，

足を軽く広げて取り組む。長座の動きは次回も継続する。

課題：スクーターボードでは，けのびの蛙の足が上手

であったので生かしたい。

改善策：落ち着いて繰り返しが出来たことで，子ども

たちが試行錯誤することが出来たのではないかと考えら

れるので，次回も継続する。

課題：ジェットコースターは激突を楽しんでいる。

改善策：危険なので，スタートを後ろにしてもう少し早

めに手を離すようにする。また，最初にやるだけにする。

②活動の量について

特にみられなかった。

③活動のバリエーションについて

課題：けのびが上手にできているので，意欲を高めら

れる。

改善策：次回の流れにチャレンジタイム（けのびの発

表）を入れる。

6．第 5回
1）活動内容

改善点を受け，以下のような活動内容に取り組んだ（図
10：太線，下線部が改善点）

図 10　5 回目の活動内容
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 2）児童の様子

事後の振り返りの時に出た児童の様子である（図 11）

図 11　5 回目の児童の様子

3）事後の振り返り

以上の児童に様子を踏まえながら，全体の流れに関

わって協議をした。

（1）指導内容・方法に関する課題

特にみられなかった。

（2）学習活動に関する課題

①活動の質について

課題：3 分間走では，速く走りたい児童や，大股，ス

キップがみんなのスピードについていけずにただ走るだ

けになる子が多い。

改善策：全力で走ってＯＫの場面も作る。音楽終わっ

たら最後一周は歩くことでクールダウンする。

課題：タオルストレッチでは，長座になると集中しや

すくなる一方，飽きてきたり，後ろにひねる時に，タオ

ルを頭にひっかけたりする児童もいた。

改善策：リズム，テンポにバリエーションをつける。斜

めひねり自分でできているか確かめにくいのでなくす。

課題：スクーターボードでは，自分で試行錯誤する時

間を多くすると，身体の動かし方を理解できるので，次

に生かしたい。

改善策：あるだけのスクーターボードを出して，コー

スを作る。コーンの距離，数に変化をつけて，どのコー

スか決めて練習させる。次回，レスキュー隊：交互に腕

を出して引っ張る。

②活動量について

ジェットコースター：初めに 2 回で，「もっとやりたい」

の声あるも，納得できていた。

③活動のバリエーション

課題：タオルストレッチでは，飽きてきた児童がいた。

改善策：次回は，タオルなしでストレッチ「上手にで

きるようになったかな？」（エアタオルをピンと張れて

るかな）を取り入れる。

7．第 6回（最終回）
1）活動内容

改善点を受け，以下のような活動内容に取り組んだ（図
12：太線，下線部が改善点）

図 12　6 回目の活動内容

2）児童の様子

事後の振り返りの時に出た児童の様子である（図 13）

図 13　6 回目の児童の様子
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Ⅳ　考察
通級指導教室において，協調運動面を向上させる指導

内容・方法，学習活動の充実が図れたかについて考察する。

まず，指導内容・方法についてである。第 1 回目は，

指導内容・方法についての内容が多く，改善の中心を占

めたが，それ以降，特に触れることはなかった。これは，

第 1 回目に確認したことで，その後の指導の際には，

学習環境設定については，それぞれの活動の場面で，指

導支援の工夫が見られるようになったためである。例え

ば，長座前屈の活動の際には，「どの児童も教師の動き

を同じ方向から見られるように，児童は一列に並び，定

位置化する」や，「児童が一つ一つの動きに意識を向け

られるようにするために，足を開く位置に印を付ける。」

といったことである。

今回は，通級指導教室で経験豊富な教員であったため，

ひとつの事例を通して，多様な視点をもつことができた

と考えられる。そのため，十分なコンサルテーションが

なくても，指導者同士で指導内容・方法の充実が図れる

ようになることもある。

次に，学習活動についてである。1 学期から初回にか

けては，活動や道具が優先され，どんな目的で活動する

のかが，明確ではなかった。しかし，事後の振り返りに

おいて，常に「児童が何を意識して活動するのか」「児

童が意識できるための手立て何か」を繰り返していくこ

とで，ここだけは頑張って欲しい姿勢や動きを焦点化す

ることができるようになった。例えば，「児童が一つ一

つの動きに意識を向けられるようにする」「体幹が弱い

児童が多いので『軸を作る』」ことや，左右の分離が難

しい児童も多いので『分離しなければ動けない活動をと

おして，両側の協調を高める』ことをねらいとした活動

を取り入れる」といったことである。そのために，「上

肢のひねりの場合は，下肢を固定した長座姿勢で行う」

活動にしたり，「『腹ばいで足を伸ばす活動』『交互こぎ』

は継続して行う」ことにしたりと，活動の質を求める組

み立てに改善することができていた。また，「足はピン」

といったシンプルなキーワードを決めたり，カウントを

唱えたりすること，それらを教師が常に同じ言葉を使用

することといったように，児童が意識できるような指導

上の工夫の充実も図ることができるようになった。さら

に，児童が体を通して体の使い方を学べるようにするた

めに，試行錯誤の時間を作る学習活動も生まれた。これ

は，教師主導型ではなく，児童が主体的に活動に向かい，

自力で課題を解決していく学習活動を設定できたという

ことである。この時間の設定により，個人で，けのびで

かえる足を習得した児童がいた一方で，友だちの様子を

見て，取り入れることによって，かえる足を習得できた

児童もいた。それぞれの方法で，主体的に自力解決でき

た姿であり，本来目指すべき指導方法，学習活動に踏み

込めたと言える。これらのことから，コンサルテーショ

ンをすぐに活動に生かし，学習活動の充実を図ることが

できたと言える。

今後に向けては，月 1 回ではあるものの継続して取

り組み，改善を重ねることで，体幹の弱さ，左右の動き

の協調が難しい児童に対して，グループ活動の指導内容・

方法，学習内容をいくつか見いだすことができた。次年

度以降も継続すること，さらにグループ活動の指導内容・

方法，学習内容の充実を図ること，また他のグループで

も実践することができるとよいと考える。

本研究をまとめるにあたってご協力いただきました太

田惠先生，掛田みちる先生，小川絹子先生に深く感謝い

たします。
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